
─ 自然科学基礎 2011-1-13 フィードバック ─
1. 原爆資料館

昔は広島・長崎は修学旅行の
定番でした。しかし、いつの
間にか、ディズニーランドが
定番になり、広島・長崎の原定番になり、広島 長崎 原
爆資料館に行ったことがない
という学生が多くなりました。

「見たくない」を理由にせず、
皆さんも行ってください。

2. 原爆のこと

核実験の多くは国家機密なので詳細は分かりません。しかし、実験を無駄にしないためにカメラ
は沢山設置したはずです。カメラの方が安いですから。そして、生き残ったカメラからフィルム
を取り出したはずです。つまり、映像はカメラが耐えうる領域を映したに過ぎず、爆心地はもっ
と凄いことになっているということだと、私は理解しています。

いい観点ですね。

あまり笑えないエピソードです。
あの時の事故がどんなものだった
のか、どんな可能性があったのか、
調べてみるといいと思います。

まずは、ここが出発点ですね。抑止論にしても、

3. 核抑止論と核拡散 湯川博士自身、これは正の
フィードバックだ（と英語
で）言っていたのに気づき

核を使うことが恐ろしいことであると認識しなけ
れば、抑止も働きません。

ましたか？

抑止論を支持する人は、「ほ
んの一握り」ではありません。
日本人でさえ「北朝鮮からの
攻撃を防ぐために核武装すべ
きだ」という人は多くいます。

本当にそうだと思います。

抑止論についてちょっとした補足を二つ。１．ビデオで抑止論を言い出したとして紹介されたレ
オ・ジラードは、実際には核をどうしたら無くせるか真剣に考えた人でもあります。２．あるラ
ジオ番組で、「武装することと武装を放棄することと、どちらが勇気のあることか？」と問いか
けていました。興味深い観点だと思います。



4. 科学と国家

過去の歴史を振り返ると、「科学者
に責任感を持たせることは難しい」

を 議 をということを前提にして議論をしな
ければならないと気づきます。

ご指摘の通り、ロボットだったり、生
殖技術であったり、遺伝子組み換えで
あったり、沢山の問題があります。

核の問題に誰がどう向き合ったかは、確か核の問題に誰がどう向き合ったかは、確か
に興味があるテーマです。世間のいわゆる
オピニオンリーダーには社会的責任があり
ます。しかし、個人的には、義務とまでは

考えていません。問題は沢山あるし、その人にはその人の役割があると思うからです。だから、
私も、皆さんに原爆廃止のための先頭に立て！とは言いません。私自身もこうして講義で話すこ
とが私自身の役割かな、と思っています。

4. 勉強すること

これだけ多くの学生のみなさんか
らのメッセージを読んでいると、
未来に対して何にも失望する必要
はないし、むしろ明るい未来があ
ると思っています。

今日の予定
１．復習： 今が最も身につく時かも…
２．期末試験： 授業時間終了15分前から退出してかまいません。
３．授業評価アンケート：記入したら中央列最後部に裏返して置いていって

を受下さい。中央列で最後まで試験を受けた人の一番後ろの人は
教務課に持っていってください。宜しくお願いします。

来週の予定（補講！）
１．テスト返却（できれば）
２．就職試験対策にもなる物理学・フェルミ推定


